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2014年2月 日本建築学会東北支部支部役員会議事録 

 

 

日時：2014年2月27日 15：00～16：30 

場所：日本建築学会東北支部 

出席者：若井・薛・後藤・小地沢・八十川・許・笹渕・陳・日比野（Skype）・伊藤／瀧（事務局）・速水（議事

録）（敬称略） 

 

１．前回議事録の確認 

薛委員より、前回（2013年12月7日）の議事録の説明があり、特に指摘事項なく了承された。 

 

２．報告事項 全10件 

1) 1月理事会報告 

支部長より、1月20日建築会館で開催された本部理事会について報告があり、そのうち東北支部に関係のある

もの、①2014年度特色ある支部活動企画に、東北支部より応募した「東北地方における建築デザイン教育の質的

向上に向けた、教育機関と設計実務界をつなぐ教育プラットホームの構築」採用の件、②コンプライアンスの点

から改正になる「委託研究取扱規程 変更案」、③吉野会長の「年頭所感」、④「東日本大震災3周年シンポジ

ウム案内書」の、4点について概要説明があった。 

2) 11月・12月・1月会計報告 

笹渕委員より、震災報告書の増刷のため少し支出がかさんだものの、他はおおむね例年通りと報告された。 

3) 2014年度大賞候補業績推薦書提出報告 

支部長より、東北支部として柴田明徳先生を推薦したことが報告された。後藤委員より、本部構造委員会から

も柴田先生を推薦された旨、補足説明がなされた。 

4) 2014年度研究補助費申請報告 

事務局より、環境工学部会からの申請書「大規模災害時の停電による空調・給排水衛生設備の凍結対策技術」

（総予算額20万円、研究期間1年）が提出されたことが報告された。 

5) 第34回東北建築賞作品賞の選考報告 

姥浦委員欠席のため、資料により確認した。1月26日に第2次審査が行われ、「八乙女の⊿（デルタ）住宅」は

じめ全6点が選ばれた。 

6) 後援依頼（2件）承諾の報告  

事務局より、秋田支所からの「第42回秋田県工業系高校生徒による建築設計作品コンクール」と東北学院大学

デフォレスト館保存復元検討委員会からの「シンポジウム「登録有形文化財『デフォレスト館』の魅力」の2件

の後援依頼について、すでに通信会議で総務担当常議員に諮り、承認済みであることが報告された。 

7) 災害調査報告書の頒布報告 

事務局より、「2011年東日本大震災災害調査報告」の在庫について報告があった。計500部を刷り、現在残15

部と売れ行き好調ではあるものの、注文も落ちてきたため、この辺りで増刷は控えたいとの説明がなされた。 

8) 年報の編集者交代の報告（資料なし） 

事務局より、陳委員の異動に伴い、年報の編集者がクアドラ委員に交代したことが報告された。 

9) 第3回国連防災世界会議の進捗状況について 

  笹渕委員より、①「事業の公募」の開始が1ヶ月遅れたことに伴い、準備期間が1ヶ月短くなったこと、②宿泊

予約センターを立ち上げ、8月から宿泊予約が始まることが報告された。その際、支部長より建築学会としてど

う対応するかが要検討課題である旨指摘があった。 

10) その他（資料なし） 

  陳委員が新年度より八戸工業大学から九州工業大学に異動することが報告され、ご本人より挨拶があった。こ

れに伴い、常議員は欠員が出ることになった。 

  支部長より、大村虔一先生ご逝去について報告され、葬儀にあたり支部として弔電・献花したと説明があった。 
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３．審議事項 全4件 

1）みちのくの風2014福島について 

速水より、6月21日～22日開催予定の実施計画書の要検討事項について説明があり、緊急連絡先など数点につ

いて検討・決定した。 

2）2014年度支部総会の付随行事について 

事務局より、5月17日開催予定の東北支部総会・付随行事について説明があった。メディアテークの予約事情

により、支部役員会は、同日午後、支部事務所で行い、シンポジウムないし講演会のために夕方メディアテーク

に移動する案で検討することとなった。支部長より、講演会については、吉野会長に記念講演会的に、一般向け

のお話をしていただく案を考えてはどうかとの提案があったが、その後の吉野会長との懇談の際のスケジュール

確認にて、ご予定が合わず、別案を検討することが必要となった。 

3）2014年度「建築文化事業」開催について 

事務局より、「建築文化事業」への協力依頼について説明があり、毎年開催されているものでもあり了承され

た。 

4）秋田県立大学からの後援依頼について 

事務局より、秋田県立大学からの「秋田県立大学 全国高校生建築提案コンテスト2014」への後援依頼につい

て説明があり、昨年も後援した実績も踏まえ、了承された。 

 

今後の予定 

 ・3月支部役員会：3月後半で調整 

 ・4月総務会：4月21日（月） 15：00～ 


